
活
動
報
告

夏
季
集
中
講
座

「海
か
ら
見
た
世
界
史
」

今
年
度
も
夏
季
休
業
期
間
中
の
八
月
二

一
日
～
二
九
日
、
県
立
柏
陽
高
校
、

私
立
栄
光
学
園
、
県
立
外
語
短
期
大
学
付
属
高
校
の
共
同
夏
季
講
習
と
し
て
計

七
日
間
の
公
開
講
座
を
実
施
し
た
。
前
半

（～
二
五
日
）
は
、
三
校
を
巡
回
し
、

後
半

（二
六
日
～
）
は
外
短
付
属
高
に
て
行
わ
れ
た
。

講
義
名

・
担
当
者

・
参
加
生
徒
は
以
下
の
通
り
。

第
１
日
　
一
三

日

（木
）
柏
陽
高
校
　
　
生
徒
五
五
／
教
員

一
六
名
／
他

一
名

①

『
ア
ジ
ア
の
海
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
』
松
木
謙

一

（県
柏
陽
高
）

第
２
日
　
二
十
二
日

（金
）
栄
光
学
園
会
場
　
　
　
生
徒
四
四
／
教
員

一
六
名

②

『イ
ン
ド
洋
の
歴
史
』
大
島
弘
尚

（栄
光
学
園
高
）

第
３
日
　
二
五
日

（月
）
外
短
付
属
会
場
　
　
　
　
生
徒
四
〇
／
教
員
二
三
名

③

『大
西
洋
の
歴
史
』
杉
山
　
登

（逗
子
開
成
中

・
高
）

④

『海
の
覇
権
と
は
』
石
橋
　
功

（外
短
付
属
高
）

第
４
日
　
二
六
日

（火
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
六
七
／
教
員
九
名

⑤

『中
国
各
王
朝
の
対
外
政
策
』
岡
田
　
健

（県
新
栄
高
）

第
５
日
　
一
一七
日

（水
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
五
五
／
教
員
六
名

⑥

『万
里
の
長
城
の
内
と
外
』
澤
野
　
理

（県
新
城
高
）

第
６
日
　
一
一八
日

（木
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
五
〇
／
教
員
七
名

⑦

『中
国
と
日
本
―
近
代
史
に
お
け
る
関
係
を
中
心
と
し
て
』

早
川
英
昭

（県
大
船
高
）

第
７
日
　
二
九
日

（金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
四
六
／
教
員
八
名

③

『中
国
と
西
ア
ジ
ア
』
小
林
克
史

（県
秦
野
南
が
丘
高
）

３
校
の
べ
参
加
生
徒
数
は
三
五
七
名
。
公
開
授
業
後
の
午
後
に
は
授
業
担
当

者
と
参
観
者
と
の
懇
談
を
お
こ
な

っ
た
。
参
加
者
は

（授
業
担
当
者
含
）
の
ベ

八
七
名
を
数
え
た
。

こ
の
講
座
が
め
ざ
す
も
の

新
し
い
歴
史
教
育
、
教
員
の
研
修
、
学
校
間
の
連
携
の
３
点
。
ふ
だ
ん
他
人

の
授
業
や
他
校
の
授
業
を
見
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。
夏
季
休
業
中
の
集
中

的
な
研
修
と
し
て
は
ま
だ
２
年
目
で
、
今
後
も
定
例
化
し
多
く
の
世
界
史
教
員

の
参
加
を
増
や
し
た
い
も
の
。
最
近
よ
く
聞
く

「学
校
間
の
連
携
」
だ
が
、
本

講
座
は
学
校
主
導
の
進
学
校
合
同
補
習
で
は
な
く
、
教
科
主
導
で

「新
し
い
歴

史
教
育
」
を
試
み
る
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。
加
え
て
他
校
教

員
の
最
新
の
授
業
が
学
習
へ
の
新
し
い
刺
激

・
動
機
付
け
と
な
る
と
期
待
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
教
員
に
も
同
じ
よ
う
に
研
修
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

各
講
座
の
内
容
に
つ
い
て

講
座
は
前
半
と
後
半
で
対
象
生
徒
が
異
な
る
。
「海
か
ら
の
世
界
史
」
（前
半
）

は
、
３
校
の

一
、
二
年
生
が
対
象
。
「
通
説
」
あ
る
い
は
通
常
触
れ
る
こ
と
の

少
な
い

「
テ
ー
マ
史
」
で
あ
る
。

①
「東
洋
貿
易
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
日
本
と
も
深
い
関
わ
り
を
持

つ
オ
ラ
ン
ダ
東

イ
ン
ド
会
社

（Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
歴
史
。
有
名
な
交
易
品

「香
辛
料
」
だ
け
で
な

く
江
戸
の
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン

「桟
留
」
「
世
界
的
な
銀
の
動
向
」
に
焦
点
を
あ

て
た
。

②
ア
ジ
ア
に
は
す
で
に
紀
元
頃
か
ら
交
易
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
東
南
ア
ジ
ア
物

産
へ
の
ニ
ー
ズ
が
存
在
。
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
～
東
南
ア
ジ
ア
の
交
易
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
航
海
技
術
の
確
立
。
こ
の
前
提
の
う
え
に

「大
航
海
時
代
」
が
到
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来
し
た
こ
と
を
航
海
の
映
像
教
材
で
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
講
義
。

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

「新
世
界
」
で
の
活
動
と
利
益
、
海
を
制
覇
し
た
イ
ギ

リ
ス
の
南
北
ア
メ
リ
カ
進
出
に
つ
い
て
の
講
義
。
続

い
て

「
競
争

の
場
」

「平
和
実
現
の
場
」
「市
場
間
の
ル
ー
ト
」
「海
域
圏
意
識
」
「海
陸
両
権
力
の

関
係
」
「
軍
事
的
視
点
」
「海
洋
教
育
」
な
ど
の
着
ロ
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
た
。

④

一
六
世
紀
の
世
界
商
品

「香
辛
料
」
は
防
腐
剤
以
上
の

「富
と
権
力
の
シ
ン

ボ
ル
」
（「香
木
」
は
東
ア
ジ
ア
圏
で
同
じ
機
能
を
持
つ
）
で
オ
ラ
ン
ダ
が
マ

ラ
ッ
カ
と
マ
ル
ク
諸
島
を
押
さ
え
た
。
一
八
世
紀
は
イ
ギ
リ
ス
「
コ
ー
ヒ
ー
」

「砂
糖
」
「
キ
ャ
ラ
コ
」
、　
一
九
世
紀
が

「
石
炭
↓
鉄
鉱
石
↓
石
油
」
。
い
ず
れ

も

「要
衝
と
原
産
地
」
が
覇
権
の
キ
ー
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
海
の
あ
り
方

は

一
九
世
紀
的
な

「
国
民
国
家
」
「領
域
国
家
」
意
識
で
な
く
共
存
共
生
、

交
易

上
父
流
の
場
に
戻
る
は
ず
で
近
代
以
前
は
こ
の
状
態
が

「
ふ
つ
う
」
で

あ

つ
た
こ
と
を
歴
史
的
に
分
析
。

こ
れ
ら
の
講
義
は

「
国
家
」
「民
族
」
中
心
の
世
界
史
学
習
に
方
向
転
換
を

迫
る
も
の
で
、
新
指
導
要
領
の
先
取
り
実
践
で
も
あ
る
。
受
講
し
た
生
徒
が
今

後
、
世
界
史
を
単
な
る
暗
記
物
と
捉
え
ず
多
面
的
な
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

後
半
⑤
～
③
は
外
語
短
大
付
属
高
三
年
生
の
世
界
史
選
択
者
を
対
象
と
す
る

集
中
講
義
。
テ
ー
マ
は
対
外
関
係
か
ら
見
た
中
国
史
。
「正
史
」
ベ
ー
ス
の
王

朝
史
で
な
く
、
対
外
関
係
に
注
目
し
、
中
国
史
全
体
の
把
握
を
主
眼
と
し
た
。

③
⑥
は
い
ず
れ
も
周
辺
の

「遊
牧
騎
馬
民
」
と
中
国
の
諸
王
朝
と
の
関
係
に
つ

い
て
。
世
界
史
で
は
モ
ン
ゴ
ル
史
観
／
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
観
は
定
説
に
な
り
つ
つ

あ
る
が
、
中
国
史
で
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
史
、
西
域
史

「
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」

扱
い
で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
周
辺
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
中
国
の
政
治
や
社
会
を

決
め
て
き
た
と
し
て
、
中
国
文
明
の
あ
り
よ
う
は
独
立
不
変
で
は
な
い
こ
と
を

中
国
史
の
流
れ
全
体
で
見
て
み
よ
う
と
試
み
た
。

⑦
ア
ヘ
シ
戦
争
～
辛
亥
革
命
に
い
た
る
時
代
で
は

「
日
本
と
の
関
係
」
を
知
る

こ
と
で
意
外
な

「近
代
化
の
流
れ
」
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
日
本
の
開
国

と
近
代
化
の
歩
調
、
日
清
戦
争
で
の
朝
鮮
を
め
ぐ
る
関
係
、
侵
略
さ
れ
る
側

と
侵
略
す
る
側
の
動
き
を
ビ

ツ
ク
ア
ツ
プ
し
日
本
史
と
中
国
史
を
つ
な
ぐ
授

業
と
な

っ
た
。
と
く
に
人
物
の
動
き
と
思
想
に
焦
点
を
あ
て
、
日
中
の
歴
史

の
相
互
関
係
を
ま
と
め
よ
う
と
試
み
た
。

【音
吉
】
幕
末
、
渥
美
半
島
の
漁
民
。
漂
流
し
て
カ
ナ
ダ
～
ロ
ン
ド
ン
～
マ
カ

オ
～
浦
賀

へ
。
上
陸
を
許
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
聖
書
を
名
古
屋
弁
に
翻
訳
し
た
。

【高
杉
晋
作
】
鎖
国
に
戻
せ
と
攘
夷
を
主
張
し

「奇
兵
隊
」
創
設
で
有
名
だ
が
、

思
想
的
ル
ー
ツ
は
太
平
天
国
時
代
の
中
国
を
訪
ず
れ
、
悲
惨
な
戦
闘
と
李
鴻
章

ら
の

「
団
練
」
「郷
勇
」
を
見
聞
し
た
こ
と
に
あ
る
。

他
、
【李
鴻
章
】
【大
院
君
と
閲
妃
】
【魯
迅
】
【孫
文
と
宮
崎
沿
天
】
な
ど
興

味
深
い
人
物
が
登
場
し
た
。

③
イ
ス
ラ
ー
ム
の
出
現
が
中
国
に
与
え
た
影
響
を
交
易
と
い
う
視
点
で
見
て
い

こ
う
と
し
た
。
歴
史
や
習
慣
な
ど
の
あ
り
方
を
コ
ス
テ
ュ
ー
ム
を
交
え
て
講

義
し
基
本
的
知
識

（生
徒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
未
学
習
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ

の
拡
大
イ
コ
ー
ル
商
業
活
動
で

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
「
マ
リ
ン
ロ
ー
ド
」
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
動
か
す
シ
ス
テ
ム
を
、
「交
通
手
段
」
船
と
略
駐
、
イ
ス

ラ
ム
商
業
の

「
ル
ー
ル
」
と
商
人
グ
ル
ー
プ
、
利
子
禁
止
と

「
ワ
ク
フ
」
、

「商
品
」
貨
幣

・
香
辛
料

・
奴
隷
な
ど
か
ら
説
明
し
た
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
ム

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
が
八
世
紀
の
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら

一
〇
世
紀
後
半
に

カ
イ
ロ
ヘ
シ
フ
ト
し
、　
一
四
世
紀
以
降
次
第
に
機
能
が
停
滞
、　
一
七
世
紀
に

は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
参
入
で
イ
ン
ド
洋

上
呆
ア
ジ
ア
に
重
心
が
移
ら
て
い
つ

た
こ
と
、
大
西
洋
貿
易
と
太
平
洋
貿
易
が
リ
ン
ク
し
て

一
八
世
紀
以
後
の
植
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民
地
化

へ
む
か
う
流
れ
を
指
摘
し
た
。

中
国
に
隣
接
す
る
周
辺
諸
国
の
外
側
に
位
置
し
、
商
業
面
で
大
き
な
影
響
を

持
つ

「イ
ス
ラ
ー
ム
商
業
圏
」
を
知
り
、
交
易
＝
世
界
経
済
と
い
う
視
点
で
中

国
史
を
と
ら
え
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
唐
代
の

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
に
加

え

「
マ
リ
ン
ロ
ー
ド
」
の
視
点
を
持
つ
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
が
イ
ス
ラ
ー
ム

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
た
こ
と
、
唯

一
国
策
と
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
鄭
和
南
海
遠
征
の
意
義
と
規
模

（以
後
中
国
は
内
向
き
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
に
対
し
て
受
身
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
中
国
商
人
の
活
動
は
東
南
ア
ジ
ア
交
易

の
主
役
）
な
ど
注
目
す
べ
き
点
が
多
数
あ

っ
た
。

午
後
の
懇
談
の
内
容
に
つ
い
て

授
業
と
同
じ
く
ら
い
有
意
義
で
あ
っ
た
の
は
午
後
の
参
観
教
員
と
授
業
者
の

懇
談
で
あ
る
。
授
業
者
の
反
省
と
参
加
者
感
想
、
各
校
の
実
情
、
教
授
方
法
に
、

新
指
導
要
領
と
大
学
入
試
の
見
通
し
、
新
学
説
と
学
会
動
向
に
も
及
ん
だ
。

以
下
、
話
題
と
な
っ
た
項
目
を
挙
げ
て
み
る
。

＊
「興
味
関
心
」
と

「受
験
知
識
」
と
の
折
り
合
い

＊
「
レ
ギ
ユ
ラ
ー
授
業
」
と

「特
別
講
義
」
の
内
容
と
ス
タ
イ
ル
の
違
い

＊
小
中
学
校
の
地
理
教
育
の
欠
陥

（Ｇ
Ｎ
Ｐ
主
義
？
で
未
学
習
地
域
が
多
い
）

と
歴
史
的
地
理
把
握
の
た
め
の

「地
図
ワ
ー
ク
」
の
必
要
性

＊
「通
常
授
業
」
と
板
書
、
プ
リ
ン
ト
学
習
の
功
罪
。

＊
「
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
」
を
ど
の
程
度
詳
し
く
説
明
す
る
か
。

＊
効
果
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

（暗
記
の
こ
つ
、
映
像
や
音
、
コ
ス
プ
レ
、
板
書

「教
室
は
劇
場
だ
」
）
。

＊
ド
イ
ツ
の

「ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
」
学
習
形
態
と
日
本
と
の
違
い
。

＊
高
校
現
場
で
の
教
え
か
た
と
大
学
の
歴
史
教
育
の
ギ
ャ
ツ
プ
。

＊
「世
界
史
Ａ
」
と
数
年
後
に
予
想
さ
れ
る

「
入
試
傾
向
」
。

＊
大
阪
大
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

（新
し
い
歴
史
研
究
を
授
業
に
ど
う

取
り
込
ん
で
ゆ
く
か
）
。

＊
銀
の
世
界
的
な
流
れ
と
明
代
で
の

「消
失
」
。
（世
界
中
の
銀
が
中
国
に
集
ま

る
が
、
北
辺
で
の
馬
の
交
易
代
金
と
し
て
支
払
わ
れ
、
以
後
消
え
て
し
ま

う
。
還
流
し
中
国
国
内
に
流
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
証
拠
無
し
）

＊
中
国
史
の

「専
制
政
治
」
（皇
帝
と
臣
下
の
対
面
姿
勢
と
身
分
保
障
。
唐
代

に
は
皇
帝
も
臣
む

「
座
」
、
宋
代
は
臣
は

「
立
」
、
明
代
は

「
平
伏
叩
頭
」

に
な
る
。
臣
下
の
発
言
に
対
す
る
罰
は
唐
代
に
は

「追
放
」
止
ま
り
。
明
代

は
身
体
刑

「族
誅
」
）
。

＊
中
国
の
軍
制

（徴
兵
と
傭
兵
、
強
兵
か
弱
兵
か
、
「兵
募
」
依
存
体
質
）
。

＊
「
日
本
史
」
と

「世
界
史
」
の
補
完
関
係

（近
現
代
史
理
解
に
は
不
可
欠
）

世
界
史
授
業
で
用
い
る

「視
覚
教
材
」

②
で
は
映
像
教
材
を
用
い
て
イ
ン
ド
洋
交
易
の
イ
メ
ー
ジ
化
を
は
か
つ
た
。

Ａ
Ｖ
教
材
は
効
果
的
に
使
え
ば
非
常
に
効
率
的
で
あ
る
。
今
回
も
う

一
つ

「教

材
」
を
用
意
し
た
。
２
時
間
連
続
授
業
の
途
中
休
憩
の
再
開
時
、
生
徒
が
資
料

集
で
目
に
す
る
よ
う
な

「
モ
ノ
教
材
」
を
提
示
し
手
に
触
れ
さ
せ
た

（レ
プ
リ

カ
あ
り
実
物
あ
り
、
世
界
史
教
員
が
必
ず

一
つ
や
二
つ
は
持
っ
て
い
る
。
世
界

史
研
究
推
進
委
員
会
で
は
「
レ
ア
な
モ
ノ
教
材
」
を
情
報
提
供
し
あ
っ
て
い
る
）
。

反
応
は
上
々
で
質
問
票
に
入
手
方
法
や
細
か
な
疑
間
を
記
入
し
て
い
た
。

以
下

一
覧
。

○
東
イ
ン
ド
会
社
紋
章

（Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
「伊
万
里
」
皿
お
よ
び
ワ
イ
ン
瓶

（栗
田

美
術
館
レ
プ
リ
カ
、
コ
バ
ル
ト
が
薄
い
。
資
料
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の

は
高
額
骨
董
品
だ
が
コ
ピ
ー
商
品
も
あ
る
）
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○
テ
ィ
ー
ク
リ
ッ
パ
ー
模
型

「帆
船
カ
テ
ィ
サ
ー
ク
号
」
（プ
ラ
モ
デ
ル
に
も

な

っ
て
い
る
有
名
な
快
速
帆
船
。
ダ
ウ
船
や
ジ
ャ
ン
ク
も
欲
し
い
が
見

つ

か
ら
な
い
。
「遣
唐
使
船
」
を
入
手
し
構
造
の
違
い
を
示
す
手
も
あ
る
）

○
ス
パ
イ
ス
各
種

（ク
ロ
ー
ヴ

・
ナ
ツ
メ
グ
と
メ
ー
ス

・
カ
ル
ダ
モ
ン

・
シ
ナ

モ
ン

・
白
黒
胡
椒
等
。
教
材
用
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
何
度
も
使
う
の
で

市
販
の
小
瓶
入
り
を
揃
え
て
お
く
。
生
徒
に
味
見
さ
せ

「な
ぜ
こ
ん
な
モ
ノ

の
た
め
に
金
を
出
し
て
争

っ
た
の
か
？
」
と
思
わ
せ
れ
ば
し
め
た
も
の
―
）

○
「汗
血
馬
／
飛
燕
を
踏
む
馬
」
（青
銅
製
　
高
さ
二
〇

錮
上
海
博
物
館
製
実
物

大
の
も
の
か
ら

一
〇

ｃｍ
ま
で
あ
る
う
ち
の

「
ミ
ド
ル
サ
イ
ズ
」
）

○
「
三
彩
馬
」
（唐
三
彩
製
　
高
さ
五
Ｏ

ｃｍ
洛
陽
博
物
館
レ
プ
リ
カ
、
と
い
う
か

土
産
の
置
物
。
本
物
な
ら
数
千
万
円
。
「諮
駐
と
胡
人
」
も
有
名
）

○
中
国
銅
銭
　
秦
半
両
銭

・
漢
五
鉢
銭

。
唐
開
元
通
宝

（時
計
回
り
に

「か
い

つ
う
げ
ん
ぼ
う
」
と
読
む
の
が
最
近
の
学
説
）

。
出
土
宋
銭

（洛
陽
博
物
館
）

。
明
崇
禎
、
清
順
冶
、
康
熙
、
え
正
、
乾
隆
、
嘉
慶
、
同
冶
、
道
光
通
宝

（博

物
館
や
友
誼
商
店
で
入
手
可
能
。
清
朝
銅
銭
は
東
南
ア
ジ
ア
で
も
入
手
で
き

る
ほ
ど
大
量
に
流
通
し
、
裏
に
ウ
イ
グ
ル
文
字
が
刻
ま
れ
て
王
朝
と
し
て
の

超

「中
国
」
的
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
）

○
張
択
端

「晴
明
上
河
図
」
（開
封
市
　
全
長
５

ｍ
。
本
物
と
色
調
が
や
や
異

な
る
が
巻
物
を
広
げ
る
と
教
室
の
横

一
杯
に
な
り
生
徒
に
は
大
う
け
す
る
）

○
「大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」
（西
安
碑
林
拓
本
　
高
さ
２

ｍ
ほ
ぼ
畳
２
畳
分

裏
に
ア
ラ
ム
文
字
が
確
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
墨
の
匂
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
、

そ
の
大
き
さ
に
驚
く
）

○
玄
美
三
蔵

「大
唐
西
域
記
」
（慈
恩
寺
　
全
四
巻
綴
本
。
全
文
中
国
語
だ
が

雰
囲
気
が
わ
か
る
。
「東
洋
文
庫
」
を
見
せ
る
よ
り
効
果
的
）

○
碑
茶
と
包
装
紙

（「茶
馬
貿
易
」
で
遊
牧
民
用
に
板
状
に
固
め
た

「黒
茶
」

半
発
酵
茶
で
プ
ー
ア
ー
ル
茶
に
近
い
。
陸
羽

『茶
経
』
冒
頭
の

「茶
也
南
方

嘉
木
～
」
の
文
が
印
刷
さ
れ
た
京
都
の
お
茶
屋
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
包
装
紙
）

司
会

・
記
録

佐
藤
雅
信

（寒
川
高
等
学
校
）
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